
平成３３年度までの募集定員の公私比率等について 

平成３０年２月１３日 

高等学校生徒募集定員に係る公私比率等検討部会 

高等学校生徒募集定員に係る公私比率等検討部会（以下「部会」）は、平成２７年度から

平成３０年度までの募集定員の策定にかかる検証及び平成３３年度までの公私比率等につ

いての検討を行いました。ここに、そのまとめを、三重県公私立高等学校協議会（以下「公

私協」）に提言します。 

１ 経緯 

募集定員の公私比率等については、本県の募集定員が大きく減少することが予想され

たことから、平成２５年６月、公私協のもとに、部会を設置して、平成３３年３月まで

の中学校卒業者数の減少を見すえて協議し、平成２５年１２月に中長期的な方向性を「今

後の高等学校生徒募集定員における公私比率等について」（以下「提言」）としてまとめ

ました。 

  提言の主な内容は次のとおりです。 

１ 県立高校と私立高校の役割 

県立高校と私立高校は、ともに公教育を担い、生徒・保護者の幅広い学習ニーズに応える
ため双方がその役割を果たしている。 

県立高校 ＝ 県内の広域にわたり学校を設置し、教育サービスを保護者負担の面で受
けやすくすること等により教育を受ける機会を保障するとともに、普通科
のほかに専門学科や総合学科を設置するなど多様な選択を可能にしている。 

私立高校 ＝ 設置者独自の建学の精神に基づき、県立高校にはない特色ある教育活動
を展開したり、併設中学校と中高一貫教育を実施したりするなど、個性豊
かな教育活動を展開している。 

   ２ 特色化・魅力化の必要性 

中学校卒業者数が今後大きく減少することが見込まれ、高等学校生徒募集定員も減じてい
かなければならない状況にある中で、県立高校と私立高校は互いに切磋琢磨し、また協力し
て、一層の特色化・魅力化を図っていくことが求められる。 

   ３ 公私比率等の中長期的な方向性 

今後の生徒募集定員の公私比率等については、将来的な比率を確定的に定めるものではな
いが、県立高校と私立高校の設置状況や中学校卒業者の増減及び進学状況等が地域によって
異なることから、地域ごとに方向性を明らかにする必要がある。 

① 桑名・四日市、鈴鹿・津地域
県立高校の比率がやや低く、私立高校の比率がやや高くなるよう募集定員を策定する 

② 松阪地域、伊勢地域、伊賀地域、尾鷲・熊野地域
県立高校と私立高校の比率が大きく変わらないように募集定員を策定する。

なお、いずれの地域においても少子化の進行状況、中学生等の進路希望状況等を十分に考
慮しながら、中学生等の進路を保障するという観点を重視して募集定員の策定を進めること、
高校教育の多様な選択肢の維持・充実が図られ、各学校の一層の特色化・魅力化が進められ
るよう公私双方が努力することが求められる。 

４ 高等学校生徒募集定員の策定 

県立高校及び私立高校の生徒募集定員については、将来的な公私比率等をあらかじめ設定
するのではなく、中学校卒業者数をもとに、前年度及び近年の中学生の進路状況等を検証し
ながら、公私協の場で毎年度協議を行い策定することが必要である。 

   ５ 提言の検証 

公私比率等の中長期的な方向性については、高校教育の多様な選択肢の維持・充実や学校
の特色化・魅力化の推進が図られているか等の観点から５年後（平成３０年度）を目途に、
部会を改めて設置して検証を行う。必要があれば早期に検証する。 
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【別冊資料】



 

平成２７年度以降の募集定員は、この提言をふまえて公私協において毎年度協議し、

策定してきました。提言では「５年後（平成３０年度）を目途に検証を行う」とされて

いますが、中学校卒業者が平成２９年３月から平成３３年３月までの４年間で、約

１，８００人と大幅に減少することや、平成２９年度の公私協での部会の早期設置が必

要との意見をふまえ、平成２９年９月に改めて本部会を設置し、検証を行うこととした

ものです。 
 

２ 平成３０年度までの募集定員の策定に係る検証 

平成２５年の提言では、募集定員の策定にあたり、少子化の進行状況や中学生等の進

路希望状況を十分に考慮し、中学生の進路を保障するという観点を重視すること、高校

教育の多様な選択肢の維持・充実が図られるよう努めていくことが必要である旨、示さ

れています。 

このため、検証にあたっては、募集定員と公私比率の推移（参考１、参考２）に加え、

全日制高校への進学率（参考３）や進路希望と進学実績の状況（参考４、参考５）、県立

高校と私立高校の定員の充足状況（参考６）等を資料として検討を行いました。 
 

（１）県全体の状況 

①募集定員と公私比率 

平成２７年度から平成３０年度までの各年度の募集定員の増減については、平成

２７年度は５４５人の減となり、県立高校が４６５人、私立高校が８０人を分担しま

した。平成２８年度は２５人の増を私立高校で増やし、平成２９年度の２８０人の減

と平成３０年度の８０人の減は、すべて県立高校で減じました。 

４年間で合計８８０人の減となり、その内訳は県立高校８２５人、私立高校５５人

となっています。その結果、公私比率は平成２６年度の７８．０：２２．２から、平

成３０年度には７７．３：２３．１となり、県立高校で０．７ポイント低下し、私立

高校で０．９ポイント上昇しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 公私比率の合計が 100 を上回るのは、生徒の学校選択の幅が広くなるように、県内全日制高校入学
見込者数に対して、県立高校と私立高校の募集定員に重なりを設けているためである。 

 

②中学生の進学状況 

県立高校と私立高校を合わせた県内全日制高校への進学率は、平成２７年度（平成

２６年度卒業者）以降は、年度によってやや高くなったり低くなったりするなかで、

平成２５年度卒業者が８８．１％であったのに対し、平成２８年度卒業者は８７．７％

と３年間で０．４ポイント低下しました。一方で、高等専門学校への進学率は２．１％

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

18,375 17,797 17,844 17,514 17,459 (▲916)

16,756 16,196 16,204 15,904 15,837 (▲919)

13,065 12,600 12,600 12,320 12,240 (▲825)

3,715 3,635 3,660 3,660 3,660 (▲ 55)

16,780 16,235 16,260 15,980 15,900 (▲880)

78.0：22.2 77.8：22.4 77.8：22.6 77.5：23.0公私比率 県立：私立

平成30年度
(対26年度比)

77.3：23.1

（入学年度）

中学校卒業見込者数

県内全日制入学見込者数

募集定員

県立

私立

計
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から２．４％と０．３ポイント、通信制高校への進学率は２．７％から３．２％と

０．５ポイント、それぞれ上昇しました。このように高等専門学校と通信制高校への

進学率が高まり、県内の全日制高校への進学率は低下しています。なお、通信制高校

への進学は、私立高校（本校が県外にある高校を含む）が９割以上です。 

 
 

 

 

 

 
※ 進学者数の割合は、中学校卒業者数に対する割合である。 

 

平成２８年度の中学３年生の進路希望と進学実績をみると、県立全日制高校への進

学希望は７月時点で約８４％ですが、進学実績は約６９％となっており、約１５％の

中学生が県立全日制高校以外の進路に変更しています。県内私立高校への進学希望は

７月時点で約８％ですが、進学実績は約１９％となっています。なお、県内私立高校

については、県立高校再募集後の辞退者もあります。 

また、県外全日制高校への進学実績も７月時点の進学希望と比べ、約１ポイント増

加しています。このことから、７月時点では県内県立高校を希望していても、受検ま

での段階で、県内の私立高校や県外全日制高校、高等専門学校や通信制高校等へ進路

を変更している状況がわかります。 

 

 

 

 

 

 
 
※ 進学者数の割合は、中学校卒業（見込）者数に対する割合である。 

 

（２）地域ごとの状況 

①桑名・四日市地域 

平成２７年度から平成３０年度までの募集定員の策定では、県立高校で２８０人、

私立高校で３４人の減となりました。その結果、公私比率は７８．５：２１．５と県

立で０．５ポイント低下し、私立では０．５ポイント上昇しました。この地域では中

学校卒業者の減少率が比較的小さかったことから、公私比率の変動は緩やかとなって

いますが、概ね提言に示された方向性に沿った募集定員の策定が行われてきました。 

この地域には県立高校が１６校、私立高校が４校あり、高校教育の多様な選択肢が

保障されていますが、県内の全日制高校への進学率は８６．８％から８５．９％と

０．９ポイント低下しています。そうした中で、県立高校は定員を充足していますが、

私立高校４校で合わせて１００人以上の欠員が続いています。その原因として、隣接

する愛知県の私立高校への進学者が多いこと、私立の通信制高校への進学者が増加し

ていることがあります。 

（卒業年度）

中学校卒業者数 18,382 17,797 17,848 17,512

県内全日制進学者数 16,190 88.1% 15,617 87.8% 15,698 88.0% 15,354 87.7%

高等専門学校進学者数 395 2.1% 386 2.2% 414 2.3% 414 2.4%

通信制高校進学者数 495 2.7% 549 3.1% 539 3.0% 563 3.2%

平成26年度 平成27年度 平成28年度平成25年度

県内県立全日制進学者数 14,635 83.7% 13,251 75.7% 12,043 68.8%

県内私立全日制進学者数 1,409 8.1% 2,350 13.4% 3,311 18.9%

県外公私立全日制進学者数 286 1.6% 402 2.3% 430 2.5%

計 16,330 93.4% 16,003 91.4% 15,784 90.1%

中学校卒業（見込）者数 17,489 17,501 17,512

進学実績
進路希望

１２月７月
（平成28年度）
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②鈴鹿・津地域 

平成２７年度から平成３０年度までの募集定員の策定では、県立高校で２４０人、

私立高校で６人の減となりました。その結果、公私比率は７４．７：２５．３と県立

で１．１ポイント低下し、私立では１．１ポイント上昇し、提言に示された方向性に

沿った募集定員の策定が行われてきました。 

この地域には県立高校が１４校、私立高校が３校あり、高校教育の多様な選択肢が

保障されていますが、県内全日制高校への進学率は８８．３％から８８．１％と

０．２ポイント低下しています。その原因として、高等専門学校や私立の通信制高校

への進学者が増加していることがあります。 
 

③松阪地域 

平成２７年度から平成３０年度までの募集定員の策定では、県立高校で４０人、私

立高校で２０人の減となりました。公私比率は６８．２：３１．８のまま変わらず、

提言に示された方向性に沿った募集定員の策定が行われてきました。 

この地域には県立高校が６校、私立高校が１校あり、高校教育の多様な選択肢が保

障されており、県内の全日制高校への進学率は８８．８％から８９．７％と０．９ポ

イント上昇しています。私立高校で定員をやや上回って入学している年もありますが、

県立高校ではほぼ定員を充足しています。 
 

④伊勢地域 

平成２７年度から平成３０年度までの募集定員の策定では、県立高校で１４５人の

減となりましたが、私立高校は５人増加しました。その結果、公私比率は７２．７：

２７．３と県立で２．０ポイント低下し、私立では２．０ポイント上昇し、提言で示

された「大きく変わらないように」という方向性と異なる状況になっています。その

原因として、県全体の中学校卒業者数が平成２８年３月にやや増加する見通しから、

私立高校の募集定員総数を増やしましたが、この地域では、中学校卒業者数が減少す

る予測に対応して県立高校が募集定員を減じた一方で、私立高校では増やしたことが

あります。 

この地域には県立高校が９校、私立高校が２校あり、高校教育の多様な選択肢が保

障されています。県内全日制高校への進学率は年度ごとに小さな増減があるものの、

この４年間では変わっていません。私立高校で定員を充足している一方で、県立高校

では毎年合わせて７０人以上の欠員があり、私立高校で募集定員を超過して入学する

人数が多くなると県立高校の欠員も多くなる状況があります。 
 

⑤伊賀地域 

平成２７年度から平成３０年度までの募集定員の策定では、８０人の減をすべて県

立高校で対応しています。その結果、公私比率は８７．２：１２．８と県立で０．７

ポイント低下し、私立では０．７ポイント上昇し、提言で示された「大きく変わらな

いように」という方向性と異なる状況になっています。その原因として、中学校卒業

者の減少に対して、募集定員の減を私立高校では行わず、県立高校のみで対応したこ

とがあります。 
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この地域では平成２８年度に県立高校２校が統合したことにより、県立高校は５校

となっています。一方で私立高校１校は地域外からの進学者が多いことから、高校教

育の多様化や中学生の進路保障には、県立高校が大きな役割を果たしています。 

隣接する関西圏の私立高校への進学者が比較的多い中で、県内全日制高校への進学

率はこの４年間で８６．０％から８４．９％と１．１ポイント低下しており、その原

因として、高等専門学校や私立の通信制高校への進学者が増加していることがありま

す。 
 

⑥尾鷲・熊野地域 

この地域には私立高校がないことから、平成２７年度から平成３０年度までの募集

定員の策定においては、４０人の減をすべて県立高校で対応しています。 

これまでに引き続き、県立高校３校において、普通科に加えて専門学科や総合学科

を設置することなどにより、高校教育の選択肢を保障していますが、隣接する和歌

山県の高校への進学者が比較的多い中で、これら３校への進学率はこの４年間で、

９０．０％から８８．５％と１．５ポイント低下しており、欠員が広がりつつありま

す。その原因として、他地域にある高等専門学校への進学者が増加していることがあ

ります。 

 

３ 平成３３年度までの公私比率等について 

中学校卒業者数は、平成３０年３月から平成３３年３月までの３年間で約１，７６０

人と、大幅に減少することが予測されており、これに伴い、全日制高校の募集定員も、

１，６００人余り減少することが見込まれます。このような中で、今後も中学生の進路

を保障するという観点を重視し、県立高校と私立高校の双方により高校教育の多様な選

択肢の維持・充実を図りながら、県民の理解が得られるよう、以下に示すように募集定

員を策定することが求められます。 
 

（１）中学校卒業者数の予測をふまえた毎年度の募集定員の策定 

今回の検証において、県内全日制高校への進学率はやや低下する傾向にあるものの、

前年より上回る年もあることに加え、定時制、通信制、高等専門学校などの全日制高

校以外への進学や県外の高校への進学についても、年度によって異なる状況がみられ

ました。また、中学校卒業者数の予測も、毎年度在籍者数を確認してできる限り正確

に算出する必要があります。これらのことから、今後の募集定員についても、県全体

や各地域における中学生の進路状況を検証しながら、中学校卒業者数の増減予測をふ

まえて、毎年度公私協の場で協議を行い策定する必要があります。 

 

（２）高校の特色化と魅力化、募集定員の大幅減への対応 

今回の検証において、全日制高校を希望している中学生が最終的に通信制高校に進

学する割合が高くなったり、欠員がある一方で隣接県の高校への進学者が比較的多い

地域があったりするなど、県内の全日制高校への進学率が低下してきています。 
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これらのことから、中学生が高校を選択する際に重視する特色や魅力をふまえ、県

立高校は活性化計画に基づき、私立高校は建学の精神に基づいて、切磋琢磨しながら

一層の特色化・魅力化を図るとともに、これまで以上に多様な生徒を受け入れるよう

努め、今後も双方が生徒・保護者の幅広い学習ニーズに応える公教育の役割を果たし

ていく必要があります。 

こうした役割を果たしていくためには、これからも県立高校と私立高校の双方が公

私協の場で協調して協議を行い、募集定員の大幅な減少を適切に分担することが必要

です。 

（３）各地域の公私比率等のあり方と方向性 

県立高校と私立高校がともに魅力ある学校づくりを進め、生徒・保護者の幅広い学

習ニーズに応えながら、募集定員の大幅な減少に適切に対応していくためには、今後

の公私比率を確定的に定めるものではないものの、その方向性を明らかにする必要が

あります。平成２５年度の提言は、県立高校と私立高校の設置状況や中学校卒業者の

増減及び進学状況等が地域によって異なることから、地域ごとに中長期的な方向性を

示したものであり、今後もこの方向性をふまえて募集定員を策定することが適切です。 

平成３０年３月から平成３３年３月までの３年間における各地域の中学校卒業者数

の推移予測と募集定員の策定に係る公私比率等の方向性は次のとおりです。 

なお、今回の検証をふまえ、募集定員総数が決定し、県立高校と私立高校それぞれ

が学校ごとの募集定員を決める段階においても、各地域の方向性をふまえつつ、地域

の中学校卒業者数の増減に対応した募集定員とすることが求められます。 

①桑名・四日市地域

中学校卒業者数は、平成３３年３月までの３年間で約５２０人と、これまでの４年

間と比べて大きな減少となることが予測され、これに伴い募集定員も大きく減少する

ことが見込まれます。募集定員については、今回の検証結果をふまえ、引き続き、県

立高校の比率がやや低く、私立高校の比率がやや高くなるように策定がなされる必要

があります。 

②鈴鹿・津地域

中学校卒業者数は、平成３３年３月までの３年間でやや増加に転じる年があるもの

の約４４０人と大きく減少することが予測され、これに伴い募集定員も大きく減少す

ることが見込まれます。募集定員については、引き続き、県立高校の比率がやや低く、

私立高校の比率がやや高くなるように策定がなされる必要があります。 

③松阪地域

中学校卒業者数は、平成３３年３月までの３年間で約２００人と、これまでの４年

間と比べて大きな減少となることが予測され、これに伴い募集定員も大きく減少する

ことが見込まれます。募集定員については、引き続き、県立高校と私立高校の比率が

大きく変わらないように策定がなされる必要があります。 
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④伊勢地域 

中学校卒業者数は、平成３３年３月までの３年間で約３５０人と、これまでの４年

間と比べて大きな減少となることが予測され、これに伴い募集定員も大きく減少する

ことが見込まれます。募集定員については、今回の検証結果をふまえ、県立高校と私

立高校の比率が大きく変わらないように策定がなされる必要があります。 

 

⑤伊賀地域 

中学校卒業者数は、平成３３年３月までの３年間で約１７０人と、これまでの４年

間と比べて大きな減少となることが予測され、これに伴い募集定員も大きく減少する

ことが見込まれます。募集定員については、今回の検証結果をふまえ、県立高校と私

立高校の比率が大きく変わらないように策定がなされる必要があります。 

 

⑥尾鷲・熊野地域 

中学校卒業者数は、平成３２年３月までの２年間で約１３０人と大きく減少したあ

と、平成３３年３月には約５０人の増加が見込まれます。この地域には私立高校がな

いことから、県立高校だけでこれらの増減に対応した定員策定がなされる必要があり

ます。 

 

県全体の募集定員は、ここに示した各地域の公私比率等の方向性をふまえると、今

後も県立高校の比率が低くなり、私立高校の比率が高くなっていくことが見込まれま

す。平成３３年度までの今後３年間の公私比率については、年度ごと地域ごとに中学

校卒業者数の増減などがこれまでと異なることから予測することは難しいものの、平

成３３年度には県立高校が７５～７６％程度、私立高校が２４～２５％程度となるこ

とが見込まれます。 

 

４ おわりに 

中学校卒業者数は平成３４年３月には一旦、増加に転じますが、平成３５年３月以降

は再び減少傾向が続くことが予測されます。平成３４年度以降の公私比率等の方向性に

ついては、ここに提言として示した公私比率等の方向性をふまえ策定した平成３３年度

までの募集定員や中学生の進路状況、高校教育の多様な選択肢の維持・充実や学校の特

色化・魅力化が図られているか等の観点から検証したうえで、改めて検討する必要があ

ります。 
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中学３年生の進路希望と進学実績 参考４

７月 １２月

13,065 15,425 14,325 12,797

78.0% 84.0% 78.0% 69.6%

3,715 1,436 2,236 3,393

22.2% 7.8% 12.2% 18.5%

－ 256 361 447

－ 1.4% 2.0% 2.4%

16,780 17,117 16,922 16,637

100.2% 93.2% 92.1% 90.5%

卒業者数 18,375 18,369 18,372 18,382

12,600 14,858 13,631 12,289

77.8% 83.5% 76.6% 69.1%

3,635 1,495 2,332 3,328

22.4% 8.4% 13.1% 18.7%

－ 298 424 466

－ 1.7% 2.4% 2.6%

16,235 16,651 16,387 16,083

100.2% 93.6% 92.1% 90.4%

卒業者数 17,797 17,790 17,789 17,797

12,600 14,954 13,875 12,346

77.8% 83.9% 77.7% 69.2%

3,660 1,430 2,197 3,352

22.6% 8.0% 12.3% 18.8%

－ 266 425 444

－ 1.5% 2.4% 2.5%

16,260 16,650 16,497 16,142

100.4% 93.4% 92.4% 90.4%

卒業者数 17,844 17,827 17,852 17,848

12,320 14,635 13,251 12,043

77.5% 83.7% 75.7% 68.8%

3,660 1,409 2,350 3,311

23.0% 8.1% 13.4% 18.9%

－ 286 402 430

－ 1.6% 2.3% 2.5%

15,980 16,330 16,003 15,784

100.5% 93.4% 91.4% 90.1%

卒業者数 17,514 17,489 17,501 17,512

平成２８年度

県内県立全日制

県内私立全日制

県外公私立全日制

計

平成２６年度

県内県立全日制

県内私立全日制

県外公私立全日制

計

平成２７年度

県内県立全日制

県内私立全日制

県外公私立全日制

計

卒業年度 募集定員
進路希望

進学実績

平成２５年度

県内県立全日制

県内私立全日制

県外公私立全日制

計
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移
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全
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進
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平
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年
度
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8
,
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平
成

２
６

年
度

1
7
,
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7

平
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７
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,
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8

平
成

２
８

年
度

1
7
,
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1
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県立 私立 県立 私立 県立 私立 県立 私立

学校数(校) 16 4 16 4 16 4 16 4

募集定員（人） 4,600 1,220 4,440 1,195 4,440 1,186 4,400 1,186

入学者数（人） 4,601 1,095 4,442 999 4,439 998 4,401 1,003

欠員(人) 10 125 0 196 3 188 0 183

充足率（％） 100.0 89.8 100.0 83.6 100.0 84.1 100.0 84.6

学校数(校) 14 3 14 3 14 3 14 3

募集定員（人） 3,760 1,200 3,640 1,170 3,640 1,194 3,480 1,194

入学者数（人） 3,756 1,116 3,634 1,094 3,627 1,196 3,473 1,126

欠員(人) 6 84 8 76 19 ▲ 2 10 68

充足率（％） 99.9 93.0 99.8 93.5 99.6 100.2 99.8 94.3

学校数(校) 6 1 6 1 6 1 6 1

募集定員（人） 1,200 560 1,160 540 1,160 540 1,160 540

入学者数（人） 1,195 533 1,152 583 1,163 557 1,153 571

欠員(人) 5 27 9 ▲ 43 0 ▲ 17 7 ▲ 31

充足率（％） 99.6 95.2 99.3 108.0 100.3 103.1 99.4 105.7

学校数(校) 9 2 9 2 9 2 9 2

募集定員（人） 1,665 565 1,600 560 1,560 570 1,560 570

入学者数（人） 1,559 640 1,497 673 1,490 628 1,482 597

欠員(人) 107 ▲ 75 103 ▲ 113 74 ▲ 58 78 ▲ 27

充足率（％） 93.6 113.3 93.6 120.2 95.5 110.2 95.0 104.7

学校数(校) 6 1 6 1 5 1 5 1

募集定員（人） 1,240 170 1,160 170 1,240 170 1,160 170

入学者数（人） 1,236 96 1,155 89 1,232 92 1,150 91

欠員(人) 5 74 6 81 14 78 12 79

充足率（％） 99.7 56.5 99.6 52.4 99.4 54.1 99.1 53.5

学校数(校) 3 3 3 3

募集定員（人） 600 600 560 560

入学者数（人） 578 523 505 511

欠員(人) 22 77 55 49

充足率（％） 96.3 87.2 90.2 91.3

学校数(校) 54 11 54 11 53 11 53 11

募集定員（人） 13,065 3,715 12,600 3,635 12,600 3,660 12,320 3,660

入学者数（人） 12,925 3,480 12,403 3,438 12,456 3,471 12,170 3,388

欠員(人) 155 235 203 197 165 189 156 272

充足率（％） 98.9 93.7 98.4 94.6 98.9 94.8 98.8 92.6

※愛農学園・青山・ウイッツ青山学園の私立３校の募集定員を除く

※県外からの入学者、過年度卒を含む

県全体

桑名
四日市

鈴鹿
津

松阪

伊勢

伊賀

尾鷲
熊野

高校入学者・欠員・充足率の推移（地域別） 参考６

地域
平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
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